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今年の春に卒業した高 3生の進路先を紹介します。 

コロナ禍での卒業生は、入社・入所式が中止になったり、４月から分散通勤・通所になったりなど、例年とは異

なる社会人生活を余儀なくされています。1枚目の円グラフは進路先種別です。2枚目の円グラフは「企業就労」

の業種内訳です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害のある方もない方も住み慣れた地域で生活するために、日常生活や社会生活の総合的な支援を目的とした

法律が「障害者総合支援法」（平成２５年４月１日施行）です。放課後等デイサービスや児童発達支援等は「児

童福祉法」に基づく福祉サービスですが、１８歳以上になると「障害者総合支援法」に基づく福祉サービスを受

けることができます。ぜひ、卒業後のお子さんの生活全体をイメージして、進路について考えていただければと

思います。 

 

卒業生は57名 

企業就労は16名、 

福祉A型は2名、 

福祉 B型は19名、 

生活介護事業所は18名 

 

 

 
事務補助の業種を主とす

る企業は年々減ってきてい

ます。事務補助を清掃と組み

合わせたり、園芸と組み合わ

せたりしている企業も多く

あります。 

事務補助の採用企業は本

社の多い都心に集中してい

ます。そのため通勤可能な範

囲を広げることや、どんな職

種でも挑戦する気持ちが選

択肢を増やします。 

１８歳以上の福祉サービスについて 

令和元年度卒業生 進路先一覧 

 

http://www.hachiojinishi-sh.metro.tokyo.jp/


 

① 日中活動系サービス 

障害者総合 

支援法施設 

生活介護 就労継続支援 B型 就労継続支援 A型 就労移行支援 

対象となる方 

サービス内容 

支援員の助けを受け

ながら、地域で創作活

動や生産活動などを

行う機会を提供しま

す。 

※最近は、生産活動に

力を入れる施設も増

えています。 

企業就労が難しく、

支援員の手助けを受

けながら、地域で働

く場を提供していま

す。 

※働きながら企業就

労や A 型利用をする

ための力をつけるこ

とができます。 

企業就労が難しいが、

一般企業と同じよう

に働く場を提供して

います（勤務時間が短

い）。 

※働きながら企業就

労をするための力を

つけることができま

す。 

一般就労を目指すため

に様々な訓練を提供

し、就職活動を支援し

ます。 

 

通所の方法 基本は送迎あり 

（施設により異なる） 

自力通所 

（施設によって送迎

あり） 

自力通所 自力通所 

賃金 なし 

※少量の賃金がある

施設もあり。 

工賃として支給 給与として支給 なし 

※訓練を受ける場のた

め 

 

② 居住系サービス・・・グループホームや通勤寮など➡次号（第３号）で特集します。                               

③ その他のサービス 

・障害基礎年金（２０歳の誕生日を迎えてから申請）➡「進路指導部だより」第７号（３月発行予定） 

で特集します。 

   ・短期入所・・・「ショートステイ」とも呼んでいます。障害のある方を受け入れる短期の宿泊を行える 

サービス（原則：７日/月） 

   ・居宅介護・・・ヘルパーの支援を受けて、入浴や食事の介護等を受けることができます。 

 

 ★生活介護のみ１８歳以上になってから福祉サービスを受ける場合は、障害支援区分の判定を受ける必要 

があります。支援区分の判定は、①市役所職員の聞き取り、②医師の診断書 を基に決定します。 

判定に２か月程度かかることが予想されますので、卒業の３か月前を目安に手続きを行って下さい。 

 ★通所施設等の情報は「八王子市通所施設ガイドブック」（八王子市発行）や「令和２年度施設一覧」（進路指

導部発行）を御覧ください。 

 

 

 

 

コロナウイルス感染拡大の影響を受け、年度当初から、２か月間の休校、６月も分散登校となり、実習の開始

は７月以降となり例年より大幅に遅れることになりました。福祉事業所に関しましては、利用者状況、先方の受

け入れが可能になった事業所から実習を開始しました。９月以降も順次実習を行う予定です。高３進級時には、

事業所見学を数か所した状態が大切だと改めて実感しています。保護者の方々には高等部入学前の早い段階から

多くの事業所を見学していただければと思います。企業に関しましては、社会情勢を見てもわかるように、とて

も厳しい状態です。採用計画の絞り込み、雇い止めが行われ、例年よりハードルが高くなっています。企業の高

３実習に関しては「やりたい」ことより「できる」ことを優先することが大切です。厳しい状況の中でも、「で

きる」ことに専念した生徒は良い評価をいただいています。家庭でも洗い物や清掃、片付け等「できる」ことを

増やしていただければと思います。高１、高２段階では仕事の正確性を家庭でも御支援ください。高３時にはそ

れに加えスピードも求められます。このような状況は今後も続きますが、保護者の方々にも御支援御協力の程、

よろしくお願いいたします。 

高等部3年生の現在の状況について 


